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とメンタルヘルスセミナーの講師を決定した。続け

て、日医産業保健委員会の検討内容と日医が進めて

いる産業医の組織化の構想について説明の後、今後

の委員会のあり方について意見交換を行った。

２．都道府県医師会医師偏在対策・働き方改革担当

理事連絡協議会［６月12日(水)］について

（藤井常任理事）

　日医・松原副会長代読による日医会長の挨拶に続

き、厚生労働省・吉田医政局長からの挨拶が行われ

た。日医より医師偏在対策ならびに働き方改革につ

いて４題の講演が行われ、その後厚生労働省を交え

た総合討論が行われた。参加者はTV会議システム

を含めた237名であった。

３．第145回日医定例代議員会［６月23日(日)］に

ついて（深澤副会長）

 横倉会長の挨拶と日本医学会の門田会長の挨拶の

後、中川副会長より平成30年度日本医師会事業報告

があり、その後、第１号議案・平成30年度日本医師

会決算の件が上程され、今村副会長により提案理由

の説明の後、財務委員会の結果報告が橋本委員長よ

り行われ承認された。次に、第２号議案・令和２年

度日本医師会会費賦課徴収の件が上程され、今村副

会長より提案理由の説明の後、承認された。その後、

代表質問16件の質疑が行われた。北海道ブロックか

らは、阿久津代議員より『地域医療構想における公

立病院との調整のあり方について』、鈴木予備代議

員より『警察医部会などの全国組織化について』の

質問を行った。

４．日医理事会報告（長瀬会長）

　中医協の件、第118回社会保障審議会医療保険部

会の件、第３回中央医療対策協議会の件、国土交通

省令和元年度今後の自動車損害賠償保障制度のあり

方に係る懇談会の件等の報告等があった。また事前

の理事打合会において、「外来医療に係る医療提供

体制の確保に関するガイドライン」について、令和

２年度診療報酬改定における薬価改定財源(引き下

げ分)の診療報酬本体への充当についての意見交換

を行った。理事会の詳細については日医ニュース等

を参照されたい。

５．外部各委員会報告

⑴　第１回道南ドクターヘリ運航調整委員会［６

月13日(木)］について（目黒常任理事）

　消防関係部会、フライトナース部会、事後検

証部会の開催結果報告後、平成30年度運航経費

の決算、搭乗看護師の要件、運航要領の一部改

正、運航体制検討WGの設置について案が示さ

れ協議した。

　⑵　第１回北海道がん対策基金運営委員会［６月

19日(水)］について（藤原副会長）

　本委員会の委員長および副委員長について協

議し、委員長に小職、副委員長に北海道がんセ

ンター・加藤院長が選任され、併せて運営委員

会細則に則り、小職から審査・評価部会委員５

名を選任した。その後、事務局から平成30年度

北海道がん対策基金助成事業の実施状況や自動

販売機・募金箱の設置状況、がん対策サポート

企業の登録状況、本基金の平成30年度収支決算

について報告が行われた。

道総医協関連事項（深澤副会長）

１．地域医療専門委員会第１回看護対策小委員会

［６月18日(火)］について（藤井常任理事）

　第８次看護職員需給見通しについては、従来の積

み上げ方式ではなく、将来の医療需要を踏まえた推

計方法を検討することとなっている。この度、国の

看護職員需給分科会において都道府県が作業を行う

ための推計ツールが提示され、国が策定した方法を

基に北海道の需給見通し推計を算出し、７月末に国

に報告する。また都道府県に裁量がある推計項目の

推計方法、今後の看護職員の安定的な確保に向けて

効果的な確保対策について協議し、11月には報告書

を取りまとめる予定。
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